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1. 提言書について 

≪目的及び趣旨≫ 

本提言書は、伊勢崎市が策定を進める「中心市街地にぎわい創出拠点整備基本構想」に対し、

市民ワークショップや高校生グループインタビューの成果を踏まえ、「みんなでつくる中心市

街地にぎわい創出拠点検討委員会（以下、「検討委員会」という。）」での議論を集約し、提言

として取りまとめたものです。 

中心市街地にぎわい創出拠点（以下、「本拠点」という。）が目指す「中心市街地のにぎわい

創出」の具現化に向け、施設の使い方や必要な機能、展開すべき事業について整理し、実効性

のある基本構想となるよう具体的な意見・提言を行うことを目的とします。 
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2. 基本構想策定に向けた提言 

検討委員会での議論及び市民ワークショップ等での結果を踏まえ、基本構想策定にあたり、

以下のとおり市に対する提言を示します。 

 

(１) 拠点が目指すにぎわいの姿について 

〈当該拠点整備の位置づけと役割の明確化に期待〉 

⚫ 第三のにぎわい創出拠点整備(以下「当該拠点」と称する)が目指す「にぎわい」とは、

「様々な交流による“にぎわい”を生み出す拠点となること」を基本とし、当該拠点で

の交流の中から経済的な活動が生まれ広がることを通じて、周辺地域への商業・経済活

動が誘発されることを目指したい。 

⚫ 中心市街地の 3 つの拠点での機能分担を明確にした上で、拠点相互の連携を通じて、

中心市街地内を歩いて楽しめるまちづくり(ウォーカブルなまちづくり)として展開さ

れることに期待したい。 

⚫ 3つの拠点の連携においては、交通弱者に対しても快適に巡ることができるよう公共交

通機関のサービス密度の向上や、レンタサイクルの導入等の移動手段の充実を図ると

ともに、拠点間での休憩スポットや緑陰の確保等にも配慮したまちづくりが展開され

ることに期待したい。 

〈整備後の活用・市民の関わりこそが重要と捉える〉 

⚫ 本提言書に示すにぎわいづくりのアイディアの多くは、施設完成後に多くの市民が訪

れる拠点となることを想起したものである。拠点施設の完成を目標とするのではなく、

完成後(施設供用後)、様々な方々が施設を訪れ、思い思いの活動をする場所として利用

されることに焦点をおくことが大切である。 

⚫ 多文化共生も含めて人と人とが実際に交流すること、交流を通じて新たな楽しみが享

受され、伊勢崎での豊かなライフスタイルが実現できること等、整備後にも市民が何等

かの係りを持って拠点の魅力を高め続けられることが大切である。現在の若者・学生た

ちが家庭をもって、3世代で訪れる姿もイメージした拠点づくりを構想されることに期

待したい。 

〈来訪を期待するターゲットのニーズを想起する〉 

⚫ にぎわい創出拠点の整備においては、機能・施設ありきではなく、来訪が想定される

様々なタイプの人々のニーズ(需要)とウォンツ(欲求)に沿って活動をイメージして、そ

のために必要なサービス・施設の導入を検討すること (施設ありきではなく活動ありき

の思考) に注力いただきたい。 

〈拠点完結ではなく拠点からの“にじみ出し”によって回遊を誘発する〉 

⚫ 当該拠点で想起される活動ができる機能・サービスのすべてを当該拠点に詰め込むの

ではなく、駅前や本町通り等、周辺へと“にじみ出す”ことも大切である。それにより

中心市街地での回遊が生まれてくるものとなる。 
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(２) 拠点整備の方向性について 

≪拠点全体の方向性について≫ 

〈来訪者のライフスタイルに応じて拠点を“シェアする”という考えをもつ〉 

⚫ 来訪が期待されるターゲット層により、来訪したくなる時間帯や曜日等が異なる。同じ

空間・施設(諸室)においても、曜日や時間帯を組み合わせることで稼働率は向上する。 

⚫ にぎわい創出拠点を一週間・一日の中で空間を“シェアする”という考えや、独りで訪

れても同じ趣味を持つ仲間づくりにつながり、心や時間を楽しく“シェアできる”とい

う考えを持つことで、空間や諸室が多層的に稼働し、当該拠点でのにぎわいが生み出さ

れることにつながるものとなる。 

⚫ 高齢者や障がいのある人等にも来訪しやすく使いやすい拠点整備に期待したい。 

⚫ 気軽に立ち寄れる開放的な動線に加え、歴史文化を現代的に表現するなど、旧時報鐘

楼を含む周辺環境との調和を図り、訪れる人の心を自然に引きつける魅力的な拠点と

なることに期待したい。 

〈３つの機能が集まることから価値を生み出し特徴ある施設とすることへの期待〉 

⚫ 当該拠点には図書館機能、織物産業伝承機能、インキュベーション機能(創業支援)、

イベント開催等の広場機能等が導入される。各機能に必要とされる空間を単に整備す

るだけでなく、各機能が有機的に連携することによって、当該拠点全体の価値を高

め、特徴づけられることに期待したい。 

 

≪機能ごとの方向性について≫ 

① 図書館機能（新伊勢崎市図書館） 

⚫ 新図書館は複合施設の中核であるとともに、市内の他の図書館との「役割分担」を明確

にし、「ここの図書館でなければならない」という「独自の価値」を構築することが大

切である。 

⚫ 図書館は「本を通して生活や考え方の質を向上させることができる宝庫」である。従来

型の標準的な分類による図書の排架に加え、混排によるテーマ別の排架など、利用者視

点で分かりやすい排架を行うことで、様々な情報・資料と出会う機会をつくることが大

切である。 

⚫ 図書館機能は、その豊富な情報・資料や図書館職員の専門性を生かし、拠点内の織物産

業伝承機能やインキュベーション機能等の他の機能と有機的に連携することが大切で

ある。この各機能の効果的な運営を情報面から支援し、「織物と染織」「創業」「市民活

動」等に関連する書籍・情報の充実等、特色ある図書館づくりにも繋がることに期待し

たい。 

⚫ 伊勢崎市保健センターとの役割分担・連携を図りつつ、子どもの居場所（サードプレイ

ス）や多様な学びの場所、相談できる場、ヤングアダルトコーナーの充実など、若い世

代のニーズに応えるための機能の導入が大切である。 
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⚫ 市内に暮らす外国人が多い伊勢崎の特色を生かし、様々な言語や国・地域の文化に触れ

られる等、多文化交流・多文化共生の視点からの学びや交流の機会を充実することに期

待したい。 

⚫ これからできる新しい図書館として、従来型の考え方により蔵書数に基づき床面積を

確保するだけではなく、椅子やソファを配置する等、ゆとりのある開架スペースや滞在

空間の確保を考慮し、図書館機能として必要な面積を検討することに期待したい。 

⚫ 魅力的な図書館は、運営に携わる人や図書館で活動する人の創意工夫や努力の積み重

ねによって実現するものである。従来型の図書館にとらわれない柔軟な運営面の工夫

（開館日・開館時間、運営体制等）を含め、新しいアイディアを取り入れていくことに

期待したい。 

⚫ “静かな図書館”ではなく、子どもがワクワクするようなスペース、みんなとおしゃべ

りでき、赤ちゃんが泣いても大丈夫なオープンなスペースと、ひとりで静かにゆっくり

過ごす空間を併せ持つスペースづくりへの工夫に期待したい。 

 

② 織物産業伝承機能 

⚫ 伊勢崎には「織物・銘仙に深く結びつく歴史、文化、先人たち」が存在した。織物産業

の伝承をより広い視点で捉え、伊勢崎を支えてきた他の産業と織物産業との繋がりに

も光を当てることで、市民がそれらを知る機会が得られることに期待したい。 

⚫ 「織物と染織」は伊勢崎の織物産業伝承において重要なテーマである。織物産業を過去

の遺産と捉えず未来へ向けての特徴あるアピールのテーマと捉え、織物文化を生かし

た新たな事業や取組みへと展開されるきっかけとなることにも期待したい。 

⚫ 世界遺産の絹産業遺産群(田島弥平旧宅等)との連携や、隣接するいせさき明治館との役

割分担と連携を図り、相乗効果を生み出すことが大切である。 

⚫ デジタルを活用して試着が体験できる着せ替え電子パネルや語り部等によるＰＲによ

って興味・関心のない人に対して伊勢崎織物の価値をアピールしていくことも大切で

ある。 

 

③ インキュベーション機能（創業支援） 

⚫ 当該拠点におけるインキュベーション機能は、にぎわい創出の延長線上にある「なりわ

い」づくりと捉え、中心市街地における創業支援のハブとして、中心的な役割を担うこ

とに期待したい。 

⚫ コミュニティビジネスやソーシャルビジネスを中心に、まずは「小さなチャレンジ」か

ら始め、将来的な「まちなか創業・起業」に繋げていくことが重要である。そのため、

当該拠点においては、創業・起業に関する相談窓口やコワーキングスペース、チャレン

ジショップのように、本格的な事業展開の前に相談したり「試せる」場が設けられるこ

とに期待したい。また、当該拠点では、チャレンジする人がいつでも創業・起業を実現

した人の経験、知見、アイディアといったアドバイスを受けられるなど、応援・サポー

トされる仕掛けや体制づくりが充実されることに期待したい。 
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⚫ インキュベーション機能の導入に当たっては、場の整備（ハード面）だけでなく、専門

的なコーディネーターの配置といった運営面（ソフト面）の工夫が不可欠である。創業

希望者・起業家同士のマッチングや発表会、プレゼン大会、起業家コミュニティの醸成

等、創業支援も視野に入れた積極的な取組みが展開されることが望ましい。さらに、創

業だけでなくあらゆる市内事業者の普段の操業に対する支援を含めたバックアップの

仕組みづくりや拠点づくりについて、商工団体等の支援機関などとの具体的な検討が

なされることに期待したい。 

 

④ 広場機能、交通拠点機能 

〈中心市街地の回遊につながる駐車場の適正配置、公共交通機関を充実させる〉 

⚫ 自家用車依存の高い地方都市において駐車場の確保は大切な集客要因である。当該拠

点に多くの来訪者を誘客し、滞在時間が長くなれば、駐車場の回転率は低下し、駐車場

の空間占有率は高くなることが予想され、広場面積が狭くなることが予想される。 

⚫ 駐車場から“にぎわい”が生まれることは少ない。そのため広場空間を確保すべく配慮

されるとともに、近接地の広場との一体的な活用が可能となるような配慮に期待した

い。 

⚫ 駐車場の運営についても、図書館来訪者用の駐車場としての限定的な利用だけでなく

多様な利用を想定するとともに、料金徴収等についても研究を深めていただきたい。 

⚫ 当該拠点整備においては、中心市街地内における公共交通機関の充実や中心市街地全

体での回遊を意識した駐車場の適正配置等にも考慮されることに期待したい。 

⚫ ピロティによる建物との一体性を持たせた広場空間や、外周部へのテラス席の設置な

ど憩える空間を創出するとともに、飲食できるキッチンカーや販売ワゴンなどの乗り

入れが可能なスペースと電源などの設備を確保し、多様なイベントが開催できる広場

となることに期待したい。 

 

⑤ 防災機能 

〈安心感を生むためには災害の備えが必須である〉 

⚫ “安心感のある拠点”となることを期待する背景には、安全・安心な拠点を形成するこ

とにある。そのためには災害への備えも必要である。酷暑への対応も、災害級の酷暑と

すれば、災害への備えの一つといえる。 

⚫ 今後の公共施設の整備においては、緊急時の来訪者への安全確保は必須であり、最低限

の防災機能は備えておくことが求められる。 

 

⑥ その他の機能（情報発信、利用促進） 

⚫ 中心市街地全体のにぎわい創出に向けて３つの核がそれぞれ毎に躍動するとともに、

有機的に連携することで周辺へとにじみ出していることを“見える化”していくことが

大切である。当該拠点においては、完成までのプロセスの各段階からの情報発信によっ
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て、にぎわいづくりへの関心を喚起する情報が発信され続けることに期待したい。 

⚫ 市民が作品を発表できるギャラリースペースなど、文化的な活動の発表の場となるこ

とにも期待したい。 

(３) 事業展開や運営の方向性について 

① にぎわいを生むための事業展開や運営（機能間の連携・掛け算の思考の展開） 

〈各機能が“掛け算の思考”により生じる魅力的な活動・サービスが展開される〉 

⚫ 図書館、伝承機能、インキュベーション機能のそれぞれにおいて魅力的な活動・サービ

スが実現することはもちろんのこと、各機能が掛け合わさることで生じる活動・サービ

スにも期待したい。例えば、図書館にインキュベーションや起業・創業・経営・組織論

等に関する書籍・情報や、織物・地元企業に関する書籍、情報コーナーの設置、インキ

ュベーションで生まれたソーシャルビジネスの試験的な場の創出等が想定される。 

⚫ 来訪が期待されるターゲット層により、来訪したくなる時間帯や曜日等が異なる。学生

の放課後や仕事終わりにも利用することができるような開館時間とするとともに、中

心市街地のにぎわいの観点からも休館日の見直しや祝日における開館について検討さ

れることに期待したい。 

 

② 実効性を高める取組み（市民協働による運営） 

〈各機能の担当部局間の連携強化に期待する〉 

⚫ 複合機能を構成する施設について、市役所内では教育委員会(図書館)、文化財、商工、

中心市街地、都市計画、企画等、様々な部署で実現に向けて検討されていると思われる。

各部署の垣根を下げて、部署間の連携を強めて、利用者目線での施設づくりに期待した

い。 

〈市民の声（期待）が継続して届く仕組みづくりに期待する〉 

⚫ 検討委員会での議論、高校生グループインタビュー及び市民ワークショップ等の取組

みを通じて、利用者の視線で様々なアイディアが提案された。これらの意見に傾聴され、

アイディアの一つ一つの実現に尽力いただきたい。なにより大切なことは、構想で終わ

らず、実現・実行することである。実現までの様々な機会に、市民の声(期待)が届くよ

うな仕組みを継続的に設けられたい。 

 

③ 民間活力導入等による効果的・効率的な事業手法の導入 

⚫ 近年の建設物価の動向は、資材価格の高騰や建設業界における担い手不足等の影響に

より、上昇傾向が続いている。本拠点の整備にあたっては、こうした社会経済情勢を十

分に注視し、将来にわたって持続可能な施設運営を見据えた慎重な予算管理が求めら

れる。 

⚫ 限られた財源の中で最大限の効果を発揮するため、従来の手法に捉われず、ＰＰＰ／Ｐ

ＦＩ手法などの導入を積極的に検討されたい。民間の知見やノウハウを設計・建設・維
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持管理の各段階で活用することで、トータルコストの縮減や公共サービスの質的な向

上を図ることを期待する。 

⚫ 事業手法の選定にあたっては、コスト面のみならず、本提言で示した「にぎわいの創出」

や「各機能の有機的な連携」が最も効果的に実現できる枠組みを精査し、スピード感を

持った事業推進に努めていただきたい。 

 

(４) 現伊勢崎市図書館の利活用について 

⚫ 現伊勢崎市図書館移転後の現有施設又は跡地の利活用は、市民の期待を十分考慮しつ

つ、当該拠点の機能とも連携し、「文化的な香り」のする中心市街地の形成に資するよ

う検討されることに期待したい。 

⚫ 利活用として、当該拠点からの「にじみ出し」や「回遊の仕掛けづくり」に繋がる要素

を導入することで、中心市街地全体でのにぎわい創出に寄与することに期待したい。 

 

(５) その他（基本構想策定後の関わりについて） 

〈継続的な検討体制の構築と専門性の活用〉 

⚫ 基本構想に掲げた各機能が有機的な連携を生み出し、実効性のあるものとするために

は、策定後も多角的な視点から検討を深める体制を維持することが重要と捉える。 

⚫ 図書館機能については、既存の図書館協議会等の組織とも緊密に連携を図り、さらに深

掘りした具体的な検討がされることに期待したい。 

⚫ 織物産業伝承機能及びインキュベーション機能においては、歴史文化の継承と現代的

なビジネス支援という専門性の高い領域であるため、専門知識を有する有識者を交え

た検討の場を継続して設けることに期待したい。 
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■ にぎわい創出のイメージ図 
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3. 参考資料 

(１) 検討委員会委員一覧 

No. 役職 氏名 選出区分 所属団体等 

1 委員長 大下 茂 学識経験を有する者 内閣府地域活性化伝道師 

2 委員 稲葉 友昭 学識経験を有する者 元群馬県立図書館長 

3 委員 中村 光一 学識経験を有する者 上武大学 教授 

4 委員 黒田 亮子 学識経験を有する者 元群馬県立館林美術館長 

5 委員 佐嶋 洋子 学識経験を有する者 (公財)群馬県産業支援機構専務理事 

6 副委員長 中西 保 市内の関係団体等を代表する者 伊勢崎市区長会会長 

7 委員 笠原 実 市内の関係団体等を代表する者 いせさき街並み研究会会長 

8 委員 佐塚 公代 市内の関係団体等を代表する者 読書の街いせさき推進会議代表 

9 委員 木暮 修 市内の関係団体等を代表する者 伊勢崎商工会議所専務理事 

10 委員 吉田 努 市内の関係団体等を代表する者 伊勢崎金融懇話会会長 

11 委員 町田 裕之 関係行政機関の職員 群馬県中部振興局長 

12 委員 高山 華代 導入機能に知見を有する者 個人事業主 

13 委員 菅家 世誉 導入機能に知見を有する者 会社役員 

14 委員 青木 優也 公募による市民 — 

15 委員 皆瀬 勇太 公募による市民 — 

16 委員 栗田 一幸 公募による市民 — 

17 委員 栗原 大樹 公募による市民 — 

18 委員 齊藤 宏平 公募による市民 — 

19 委員 須田 満 公募による市民 — 

20 委員 高橋 陽子 公募による市民 — 

21 委員 千葉 敦子 公募による市民 — 

22 委員 茂木 宏美 公募による市民 — 

23 委員 矢島 宜弘 公募による市民 — 
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(２) 検討委員会の経過 

 
第 1回検討委員会 令和７年７月 18日（金曜日） 
時間：午後 2 時～ 

場所：地域交流センター赤石楽舎 

１．委嘱状交付式 

２．第 1 回検討委員会 

(1)委員長及び副委員長の選出 

(2)これまでの検討経緯及び今後の進め方 

(3)オープンハウスの結果概要 

(4)先進事例の紹介 

(5)その他 

 

先進地視察 令和７年８月５日（火曜日） 
時間：終日 

場所：塩尻市市民交流センターえんぱーく（長野県塩尻市） 

 

第２回検討委員会 令和７年９月 24日（水曜日） 
時間：午後 2 時～ 

場所：地域交流センター赤石楽舎 

１．報告事項 

(1)先進地視察のふり返り 

(2)公民複合施設の規模のイメージと先進事例の事業費 

(3)高校生 GI 及び市民 WSの検討成果報告 

(4)検討委員会の議論の進め方について 

２．検討事項 

(1)図書館機能/織物産業伝承機能/ 

民間機能(インキュベーション機能・利用促進機能)/ 

その他機能(広場・駐車場など)について 

 

第３回検討委員会 令和７年 10月 31日（金曜日） 
時間：午後 2 時～ 

場所：地域交流センター赤石楽舎 

１．報告事項 

(1)市民 WS の検討成果報告 

２．協議事項 

(1)基本構想策定に向けた提言 

 

第４回検討委員会 令和８年２月５日（木曜日） 
時間：午後 2 時～ 

場所：地域交流センター赤石楽舎 

１．報告事項 

・パブリックコメントを踏まえた基本構想(案)の報告 

２．協議事項 

・提言書の確定と市長への提出 

  



 

11 

(３) 市民参加の状況 

① 高校生グループインタビュー 

〇伊勢崎興陽高等学校 

日程：令和７年６月 30日(月曜日) 

参加者：７名（女子学生４名、男子学生３名） 

 

〇伊勢崎清明高等学校 

日程：令和７年７月８日(火曜日) 

参加者：８名（女子学生６名、男子学生２名） 

 

② 市民ワークショップ 

第１回ワークショップ 令和７年８月９日(土曜日) 

時間：午後 2時～ 

場所：地域交流センター赤石楽舎 

参加者：18人 

プログラム： 

 現地確認 

 にぎわい創出に期待すること 

 拠点のにぎわいの“姿” 

 

第２回ワークショップ 令和７年８月 23日(土曜日) 

時間：午後 2時～ 

場所：地域交流センター赤石楽舎 

参加者：20人 

プログラム： 

 ターゲットとにぎわいのイメージ 

 ターゲットの活動実現のための機能やサービス 

 

第３回ワークショップ 令和７年８月 30日(土曜日) 

時間：午後 2時～ 

場所：地域交流センター赤石楽舎 

参加者：19人 

プログラム： 

 (続)ターゲット別の機能・サービス 

 拠点を訪れるきっかけづくり(情報発信)と交通手段の想定 

 

第４回ワークショップ 令和７年 10月４日(土曜日) 

時間：午後 2時～ 

場所：地域交流センター赤石楽舎 

参加者：19人 

プログラム： 

 開業後の市民の参加について 

 



伊勢崎市の中心部に“にぎわい”を生み出すために

高校生グループインタビュー
【ご協力いただいた高校】

伊勢崎興陽高校 2025年6月30日(月)
7名（女子学生4名、男子学生3名）

伊勢崎清明高校 2025年7月8日(火)
8名（女子学生6名、男子学生2名）『伊勢崎市中心部のにぎわい拠点創出のために・・・』をテーマに、高校生の視点からのアイディア

を自由に語っていただきました。

実施結果

“まちなか”のイメージは？

こんな図書館ならもっと行きたい！

にぎわい拠点でこんなことができるといいな

人が多いにぎやか 人と人のふれあいがある

他にもこんなイメージも出されました！

都会／街のシンボル／駅／商店街／ショッピングモール／ファストフードが多い／ビルが高い／信号が多い／

タクシーがある／歩行者が多い／地価が高い／公園がある／おいしいものが多い／ごみがいっぱい／

歩く／おしゃれ／楽しい／集まれる場所／たくさんの世代／あたたかい人との触れあい など

■オシャレな外観、映え

 図書館の外観がきれいで「映えスポット」にな
るような施設であれば…

 おしゃれな外観がよい（太田駅近くの図書館の
ような・・・）

■解放感やオープンな雰囲気

 明るくオープンな雰囲気であれば・・・

 窓が大きくて解放感があれば入りやすい図書
館になる

■利用方法

 友達と一緒に勉強できるような「スタディルー
ム」があれば・・・

 「友達同士で話しながら勉強ができるようなス
ペース」があれば・・・

 音楽を聴きながら勉強できる空間があれ
ば・・・

 個人用の机がたくさんある「静かな自習室」が
充実しているとよい

 開架の図書室でも座って本が読めるとよい

■利用時間

 20時くらいまで開いていれば・・・

■飲食や売店

 売店(飲み物や文具類等)や飲食ができるス
ペースが併設されているとよい

 自販機や冷水器が欲しい

■利用や来訪を増やす取組

 蔵書の種類をもっと多く、特に「中高生向けの
本」が増えると良い

 みんなが参加できるようなイベント（告知も大
事）があれば・・・

 インスタで新着情報を発信するなど、SNSを
もっと活用するとよい

 図書館の会員制や来訪ポイントがあれば行き
たくなる。

⇒ポイントは売店で使える。

⇒ランクアップすると本に関するアイテムが
もらえる(しおり、マイブックカバー等)

⇒一般図書カードからシルバーカード、ゴー
ルドカード、プラチナカード、ダイヤモンド
カードへとランクアップする

■その他

 バスなどで図書館までのアクセスが良くなれ
ば・・・

■にぎわい拠点のイメージ

 テーマとしては「一日いて楽しめるところ」（お風呂+マンガ喫茶の施設ように）

 ふらっと立ち寄れる場所

■さまざまな活動や交流ができる機能

 防音装置のあるスペースで軽音楽等が楽しめる空間・スタジオ

 ストリートバスケットやバレーなど軽いスポーツ（体を動かせる場所）と勉強ができる空間

⇒一人で行っても楽しめたり、大人ともプレーできるとより楽しい

 チャレンジショップはあったらよい(高校ではピクルスをつくって販売している)

 趣味の工作室等

⇒共通の趣味(工作・模型・折り紙等)をもつ年代が異なる人との出会いにもなる

 ちょっとしたイベントができるスペース、展示会ができるスペース

 インスタ等でPRすることで仲間がひろがる

■施設に付随する機能や周辺・屋外空間

 周りに色々なお店(飲食・ちょっとした買い物・遊び道具等)があると行きたくなる拠点になる

⇒キッチンカーやワゴン車で販売が可能な拠点

 自然（芝生・木かげ・みどり）や噴水（子どもも遊べるし映えスポットにもなる）

 ドッグランで犬連れにもやさしく

 外にアーケードがあって、日影ができ、ミストが出て涼める

■多世代の交流の機会

 世代間交流（少し年上のお兄さん、お姉さんなどと）話をしたい

 小さい子どもが遊べるスペースを大きく ⇒ママ友が子どもを遊ばせながら交流できる

 外国の人も行きやすい場所に ⇒国際交流も生まれる

■利用時間

 にぎわいが生まれてくれば、20:00～21:00くらいまでは滞在したい。駅に近いため、他地域からも
訪れることが予想される。

■その他

 フォトスポット・映えスポット

 プリ機・プリクラ ⇒図書館の新刊PRや図書館の職員PR

 フリーWiFiや充電コーナー（スマホも人も）

 オリジナルキャラクターがあれば親しみやすい

 屋内に木があると、新しいし、話題性があっておもしろい

（拠点の周辺環境について）

 商店街はシャッター街となっていて暗い・こわいイメージがある

⇒レトロな商店街として新しく整備する

 図書館⇔駅の間には街灯があるとよい

ご同席いただいた先生からも
ご意見をいただきました！

• 高校生が地元の異世代と気軽
に交流しマッチングできる「オト
ナの部室」のような場所がある
とよい
⇒高校生が地元の大人に気軽

な相談ができて、ゆくゆくは
起業のきっかけになるよう
な交流が生まれるとよい









現 状

目標・ビジョン

〔1〕現状を正しくかつ客観的に評価し
ていない。現状認識が明確でない。

〔2〕将来目標・ビジョンが具体的・明
確でない。地域で共有されていない。

課 題

〔3〕課題は認識しているものの体系づ
けていない。優先順位がわからない。

解決策・対応策

〔4〕先進事例を直接的に投入している。
目先の対応策から地域課題を捉えている

正しく・客観的に地域の課題を認識・共有化できないことの問題点の所在



















ポイント❶ 各機能の担当部局間の連携を強めて魅力的な施設づくりに期待!!

にぎわい創出拠点の市民ワークショップ(第4回)
実施結果

市民や活動団体・企業等が関われる活動内容 市民ワークショップ(第4回)の総括

複合機能を構成する施設について、市役所内では教育委員会(図書館)、文化財、商工、中心市街地、

都市計画、企画等、様々な部署で実現に向けて検討されていると思われる。各部署の垣根を下げ

て、部署間の連携を強めて、利用者目線での施設づくりに期待したい。

ポイント❷ 各機能が“掛け算の思考”により生じる魅力的な活動・サービスの展開に期待!!

図書館、伝承機能、インキュベーション機能のそれぞれにおいて魅力的な活動・サービスが実現する

ことはもちろんのこと、各機能が掛け合わさることで生じる活動・サービスにも期待したい。例えば、

図書館にインキュベーションや起業・創業・経営・組織論等に関する書籍・情報や、織物・地元企業に

関する書籍、情報コーナーの設置、インキュベーションで生まれたソーシャルビジネスの試験的な場

の創出等が想定される。

ポイント❸ 市民の声(期待)が継続して届く仕組みづくりに期待!!

4回のワークショップを通じて、利用者の視線で様々なアイディアが提案された。これらの意見に傾

聴され、アイディアの一つ一つの実現に尽力いただきたい。また、実現までの様々な機会に、市民

の声(期待)が届くような仕組みを継続的に設けられたい。なにより大切なことは、構想で終わらず、

実現・実行することである。

機能 施設開業後に市民や市民活動団体・企業等が関わることが考えられる活動内容

拠点全体 □市民や団体のかかわりを継続させていくためのサポート（定着させるには時間がかかる）

□施設の活用や運営に対して、市民が気軽に意見を言うことができる場や機会（市民ワーク

ショップや意見交流会の開催（オンラインも含む）、意見箱の設置）

□市民のサポーターやボランティアなどによる関わりづくり

□施設の情報発信

  ・動画作成、学生記者による発信、音声ガイド、見て楽しいPOP制作スタッフ

・YouTube、TikTok等、SNS発信スタッフ 等

□障害のある人も参加しやすい、参画できる仕組み（バリアフリーも）

□わくわくする人（ボランティア）を受付に

□（不用品等の）ゆずりますコーナー（ボードの設置）の管理・運営 など

図書館・情報 □図書館のボランティア活動(運営スタッフ等)、読み聞かせボランティア、古文書等の整理ボ

ランティア、蔵書のメンテナンス等への参加

□テーマ別、年代別の図書館運営協議会への参加 □市民の蔵書の期間限定での展示

□移動図書館との連携による遠方の人や情報のマッチング

□「図書館だより」などのタイムリーな情報発信への協力

□市民参加型のイベント（読み聞かせや紙芝居など）、市民が自由に持ち寄り・持って帰るこ

とができる本コーナー

□市民や学生もかかわりやすくするための市民限定の福利厚生

□テーマ毎の会合の組織化・会合への参加 □本の紹介・アドバイザー（流行の本、古典）

□新刊おススメ本などを楽しいPOPにする □図書館で子どもを預かる機能や仕組み

□図書館に来なくても、パソコンやスマホで本を読める機能 など

織物文化・銘仙 □文化伝承のインストラクター・織物文化並びに関連する文化・技術（編み物等）のインストラク

ター、銘仙試着コーナーのアドバイザー・インストラクター、ガイドの育成・組織化

□織物だけでなく広く伊勢崎の歴史についての語り部

□銘仙を普段着として着る文化醸成、レンタル銘仙、銘仙着せ替え電子パネル

□成人式や誕生日、七五三などの記念日に銘仙を着て写真撮影する文化の定着

□銘仙の歴史や織物の見学などを通して高齢者から若者・学生に伝える など

□興味・関心のない人へのアピール 等

創業・チャレンジ

インキュベーション

□共通価値創造型の起業・創業、NPO活動等への支援(支援制度の創設、運営スタッフとし

て参加等) □創業希望者へのオンライン相談アドバイザー

□創業支援アドバイザー（起業した人の紹介、座談会、学生とのマッチング等）

□運営にかかる資金的支援への関わり（クラウドファンディングや協賛店の売上の〇％の寄

付、銘仙募金など）

□起業のノウハウ発表会や交流会、プレゼン大会、起業のデータベース化、就活生向けのイベ

ントや交流会 □くわまるのデザイン無料化

□高校生も参加できるチャレンジショップ・お試し実証実験の場づくり・市内飲食店等のメ

ニュー試食会への出店 □新しい銘仙づくりを起業につなげる

□(仮称)社会課題解決活動センターの運営スタッフとしての参加

□各企業の特徴をアピールできる場の創設(企業としての参加)

□市内の子ども食堂と農家さんの連携の仕組み作り、フードバンクの情報拠点 など

広 場 □キッチンカー・Pop-up shopの出店・管理への参加

□広場でのイベント(年間スケジュール)の企画・運営としての参加、市民イベント（市民が伊

勢崎の魅力を伝えるイベント）の開催と資金的支援

□キャンプファイヤーやダンスなどの楽しいイベントの企画・実施

□子どもに昔遊びなどを教えながら一緒に遊ぶプレイリーダー

□テーマごとのまちなか探検会の開催、アーティストや芸人を呼ぶ など

〔最終回検討テーマ〕 施設を育てる―施設開業後の市民協働の可能性について

2025年10月4日(土)開催
14:00～16:10(赤石楽舎)
参加者数：１９名/見学3名

【ワークショップ参加者の総括意見より(抜粋)】
〇このまちに生まれてよかった、と思える施設にしていただきたい。
〇幼少の頃は本当ににぎわっていた。にぎわい拠点が実現して、
またにぎわう風景を見てみたい。
〇地域の経済発展につながるきっかけとなる拠点となることを
願っている。
〇ワークショップでの意見・声が消えないようにしてほしい。
施設が完成した際には、このメンバーで再会し、施設の運営支援
に関わりたいと思う。
〇アイディアの一つでも実現することを願っている。

>>>市民の声が届く仕組みを継続してつくってほしい<<<




